
誘導放射能

誘導放射能 ゆうどうほうしゃのう

 中性子やガンマ線などの放射線との核反応により物質が放射化、すなわち、放射能を持つようになる
場合、この放射能を誘導放射能と呼び、自然の放射能と区別する。原子炉や核融合炉における構造材な
どの中性子による誘導放射能は、点検保守時の作業者の被ばく線量や放射性廃棄物の量に直接関連する
ため、精力的な研究の結果かなり正確に評価できるようになってきている。
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